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研究要旨 
 本調査では、建築物衛生法の適用範囲の検討のために、企業の経営者が完全在宅勤務ではなく、

モニター調査に協力いただける北海道、関東、中部、関西、九州に建つ特定建築物を対象に、2020
年度は 37 件、2021 年度夏期は 111 件、2021 年度冬期は 75 件から室内温湿度ならびに化学物質の

データを採取した。得られた室内化学物質濃度の統計値と核物質のリスク評価値（RfC）を用い、

暴露余裕度（MOE）を算出した。 
 健康リスク評価の結果、冬期夏期ともに、二酸化窒素、塩化水素、ベンゼンのリスクが総じて

高かった。また、アクロレイン、1,2-ジクロロエタン、トリクロロエチレン、アセトアルデヒド、

トルエン、クロトンアルデヒド、クロロホルムでは、特定の事務所でリスクが高かったが、平均

的にはそれほどリスクは高くなかった。その他、炭素数 9～18 の脂肪族炭化水素は冬期夏期とも

に平均的にリスクが高く、ホルムアルデヒドは夏期でリスクが高い傾向にあった。 
 
 

A. 研究目的 
建築物衛生法が適用される特定建築物に対

しては、建築物環境衛生管理基準として、温度、

相対湿度、気流、二酸化炭素、一酸化炭素、浮

遊粉じん、ホルムアルデヒドの測定が規定され

ている。厚生労働省では 1997 年から 2002 年ま

でに 13 物質に対して室内濃度指針値を策定し

てきたが、2012 年以降、一般住宅の実態調査を

行い、新たに室内濃度指針値を追加で設定等実

施すべきかについて検討がなされている。そこ

で本研究では、特定建築物における室内空気汚

染化学物質の実態調査と健康リスク評価を行っ

た。 
本研究で得られた成果は、建築物衛生法の適

用範囲の検討に資するものであり、今後の建築

物衛生行政における施策の立案に寄与するもの

である。 
 

B. 研究方法 
B.1 研究デザイン 
近年、インターネットの普及に伴い、インタ

ーネットを利用した質問調査方法が普及し、喘

息やアレルギー疾患の有病率の疫学調査でも利

用されるようになってきていた。本分担研究者

も、インターネットを利用した化学物質高感受

性や循環器疾患に関する疫学調査で学術成果を

あげてきた。インターネット調査においても、

調査協力者に対して材料やサンプルを送付し、

室内環境の調査が可能である。 
令和 2 年度の冬期調査では、インターネット

を利用した質問調査および室内空気の採取を行

った。また、調査件数を確保するにあたり、自

記式調査票と空気採取管等を調査協力候補者へ

送付および回収する手法も併用した。それにあ

たっては、公益社団法人全国ビルメンテナンス

協会等の協力を得た。なお、インターネット調
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査では、特定建築物に入居する調査協力事務所

の確保数が乏しかったことから、令和 3 年度は、

被験者代行を業務とするモニター調査会社に依

頼して協力事務所の確保を行った。本研究は、

人体から採取された試料を用いない観察研究で

ある。 
 
B.2 調査対象と調査手順 
令和 2 年度は、既存のインターネット調査会

社である株式会社マクロミルに委託し、そのモ

ニター会員を調査対象とした。ここは、インタ

ーネット調査会社としては国内最大手であり、

約 120万人のモニターを有する。 
調査にあたっては、1）成人で男女を問わない、

2）北海道、関東、中部、関西、九州に居住、3）
会社の経営者（代表取締役等）または自営業者

の 3条件をもとに、マクロミルのモニターの中

から 525,646 名を抽出した。そして、これらの

モニターに対して、1）会社の経営者（代表取締

役等）または自営業者で会社に出社している方

（完全在宅勤務ではない）、2）モニター調査（空

気の採取と温湿度記録、管理者用アンケート調

査）に協力いただける事務所の勤務者数が 4名
以上、3）厚生労働省の建築物衛生法が適用され

る建物内に所在する事務所、4）事務所が北海道、

関東、中部、関西、九州に所在、5）事務所の空

気採取およびアンケートに協力可能の基本 5項
目を事前にスクリーニング調査した。なお、地

域別に北海道 10 事務所、関東 20 事務所、中部

10 事務所、関西 10 事務所、九州 10 事務所（な

お、予定の地域別内訳にならなかった場合、合

計数が可能な限り目標数に近づくように割り付

ける）の合計 60 事務所を今年度の調査目標数

とした。事前スクリーニング調査は、2020 年 11
月 27日～12月 2日かけて実施した。 
続いて本調査として、事前スクリーニング調

査で抽出した協力者に対して、管理者用アンケ

ート調査と事務所の空気採取と温湿度記録の依

頼を行った。 管理者用アンケートの調査票は、

平成 23～令和元年度の建築物衛生に関する厚

労科研で使用した調査票 1)-5)をもとに作成した。

空気の採取と温湿度の記録は、事務所に出社さ

れる任意の 1日で、事務所での就業時間が 8時
間以上となる日（例：9時～17時）に実施する

よう依頼した。アンケート調査、空気採取、温

湿度記録は 2020 年 12月 14日～2021 年 1月 15
日に実施した。また、調査件数を確保するにあ

たり、自記式調査票と空気採取管等を調査協力

候補者へ送付し回収した。 
令和 3 年度の夏期は、令和 2 年度に直接調査

依頼を行った事務所に対して再度調査依頼を行

った。また、令和 3 年度夏期、冬期において、

株式会社エイジェックに 75 件の調査事務所の

確保を依頼した。調査では、管理者用アンケー

ト調査と事務所の空気採取と温湿度記録の依頼

を行った。 管理者用アンケートの調査票は、平

成 23～令和元年度の建築物衛生に関する厚労

科研で使用した調査票 1)-5)をもとに作成した。

空気の採取と温湿度の記録は、事務所に出社さ

れる任意の 1日で、事務所での就業時間が 8時
間以上となる日（例：9時～17時）に実施する

よう依頼した。夏期の調査は 2021 年 8月 20日
～2021年 9月 30日に実施した。冬期の調査は、

2022 年 1月 20日～2022 年 2月 14日に実施し

た 
 
B.3 測定および分析項目 
室内の温度と湿度の測定を行った。また、68

の化学物質の分析を行った。分析結果の詳細は、

他の分担研究報告書を参照されたい。 
 
B.4 健康リスク評価方法 
調査で得られた室内濃度の統計値（算術平均

値、中央値、最大値）に対して、各物質の非発

がんリスク評価値（RfC）を導出した。発がん物

質については、ユニットリスク（UR）から、日

本の環境基準で用いられている 10 万分の 1 の

過剰発がんリスク時のリスク評価値をRfCとし

て用いた。RfC に対して室内濃度を割り算して

曝露余裕度（MOE）を算出し、健康リスクの程

度を評価した。これらのリスク評価値は、国際

機関及び各国の関係省庁等が公表している評価

文書をもとに、最も信頼性のあると思われる亜

急性毒性、慢性毒性または生殖発生毒性の無毒

性量または最小毒性量を判断し、断続曝露から

連続曝露への換算、デフォルトで用いられる曝

露期間、最小毒性量、種差及び個体差に関する

不確実係数から導出した。ユニットリスクは、
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国際がん研究機関の発がん性分類でグループ１

かつ発がんリスク評価が必要と判断される物質

について、国際機関及び各国の関係省庁が公表

しているユニットリスクを用いた。 
MOE が 1 未満であればリスク A（ハイリス

ク）、MOE が 1 以上 10 未満であればリスク B
（調査等要検討）、MOE が 10 以上であればリ

スク C（静観）と判定できる。これらのリスク

評価方法は、著者らが既往研究 6)-8)で行ったも

のである。 
 
（倫理面での配慮） 
本調査は、国立保健医療科学院研究倫理審査

委員会の承認（課題名：特定建築物における室

内空気中科学物質濃度の拡散サンプラーによる

全国調査：NIPH-IBRA#12310）を得て実施した。 
 
C. 研究結果および考察 

2020 年度において、マクロミルのモニターに

対する事前スクリーニング調査の結果、92 件の

調査協力可能者が得られたが、そのうち電話で

特定建築物であるかどうかや、事務所室内での

空気採取が可能かどうかなどを再度確認した結

果、調査協力可能者数は 18 件（北海道 2 事務

所、関東 7 事務所、中部 2 事務所、関西 7 事務

所）となった。従って、調査協力者数を確保す

るために、平成 29 年度から令和元年度の建築

物衛生に関する厚労科研の調査で協力を得た特

定建築物等に対して、直接協力依頼を実施し、

合計 37 件から協力を得た。 
2021 年度夏期では、直接調査協力依頼を行っ

た事務所から 36 件、エイジェックのモニター

から 75 件の試料を得た。2021 年度冬期では、

エイジェックのモニターから 75 件の試料を得

た。健康リスク評価を行うにあたっては、冬期

と夏期でそれぞれ統合し、2020 年度～2021 年度

冬期で 130 件、2021 年度夏期で 111 件とした。 
表６－１及び６－２に有害性評価結果と非

発がんリスク評価値及びユニットリスクを示す。

調査を行った68物質のうち、7物質については、

非発がんリスク評価値やユニットリスクが得ら

れず有害性評価ができなかった。また、夏期の

3 物質については分析結果が得られなかった。 
これらの評価値に対して、2020 年度から 2021

年度にかけて冬期及び夏期に実施した全国調査

で得られた室内濃度の統計値（算術平均値、中

央値、最大値）に対して、各物質のリスク評価

値（RfC）を用い、曝露余裕度（MOE）を算出

した。また、各事務所での測定値が RfC を超え

ている割合（RfC 超過率）を冬期及び夏期で算

出した。冬期の結果を表６－３、夏期の結果を

表６－４、健康リスク評価結果のまとめを表６

－５に示す。 
健康リスク評価の結果、冬期夏期ともに、二

酸化窒素、塩化水素、ベンゼンのリスクが総じ

て高かった。二酸化窒素では、冬期夏期ともに

RfC超過率が 60%を超えていた。塩化水素では

冬期の RfC超過率が 70%を超えていた。ベンゼ

ンでは夏期の RfC 超過率が 40%を超えていた。

これら 3 つの物質のリスクは突出して高かった。 
アクロレイン、1,2-ジクロロエタン、トリクロ

ロエチレン、アセトアルデヒド、トルエン、ク

ロトンアルデヒド、クロロホルムでは、最大値

のリスクが高かった（A判定）。しかしながら、

平均的にはそれほど高いリスクではなく（C 判
定）、特定の事務所において高濃度であったこと

が原因と考えられた。 
炭素数 9～18 の脂肪族炭化水素は冬期夏期と

もに平均的にリスクが高く、ホルムアルデヒド

は特に夏期でリスクが高い傾向（B 判定）にあ

った。その他、平均的にリスクが高い傾向にあ

ったのは、冬期夏期のオゾン、冬期のエタノー

ル、夏期の酢酸であった。 
 
D. 総括 
特定建築物における室内空気汚染化学物質

の実態調査について、2020 年度～2021 年度冬期

で 130 件、2021 年度夏期で 111 件における 68
物質の室内濃度測定結果に対して健康リスク評

価を行った。その結果、冬期夏期ともに、二酸

化窒素、塩化水素、ベンゼンのリスクが総じて

高かった。アクロレイン、1,2-ジクロロエタン、

トリクロロエチレン、アセトアルデヒド、トル

エン、クロトンアルデヒド、クロロホルムでは、

特定の事務所でリスクが高かったが、平均的に

はそれほどリスクは高くなかった。炭素数 9～
18 の脂肪族炭化水素は冬期夏期ともに平均的

にリスクが高く、ホルムアルデヒドは夏期でリ
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スクが高い傾向にあった。その他、平均的にリ

スクが高い傾向にあったのは、冬期夏期のオゾ

ン、冬期のエタノール、夏期の酢酸であった。 
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表６－３ 2020 年度冬期及び 2021 年度冬期連結の健康リスク評価結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平均値 中央値 最大値 平均値 中央値 最大値

ホルムアルデヒド 130 8.4 6.4 155.7 11.9 15.6 0.64 0.8%
アセトアルデヒド 130 10.6 6.3 198.8 11.3 19.0 0.60 0.8%
プロピオンアルデヒド 130 2.7 0.0 22.9 22.4 60000.0 2.6 0.0%
n-ペンタナール 130 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
i-ペンタナール 130 0.1 0.0 4.1 2353.4 130000.0 32.0 0.0%
ヘキサナール 130 0.2 0.0 20.5 826.2 130000.0 6.4 0.0%
ヘプタナール 130 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
オクタナール 130 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ノナナール 130 0.4 0.0 23.0 324.8 130000.0 5.6 0.0%
デカナール 130 0.1 0.0 14.5 1165.8 130000.0 9.0 0.0%
アクロレイン 130 0.1 0.0 9.1 16.1 1600.0 0.18 1.5%
クロトンアルデヒド 130 0.3 0.0 6.0 21.6 6100.0 1.02 0.0%
2-ノネナール 130 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ベンズアルデヒド 130 0.1 0.0 5.4 1200.0 90000.0 16.6 0.0%
o-トルアルデヒド 130 0.0 0.0 0.0 - - - -
p-トルアルデヒド 130 0.1 0.0 8.6 - - - -
2,5-ジメチルベンズアルデヒド 130 0.0 0.0 0.0 - - - -
アセトン 130 13.6 10.3 143.5 971.2 1291.2 92.3 0.0%
メチルエチルケトン 130 1.0 0.0 33.7 8864.9 8686000.0 257.9 0.0%
メチルイソブチルケトン 130 0.1 0.0 3.2 5305.1 329000.0 103.4 0.0%
シクロヘキサン 75 2.6 0.7 61.2 598.9 2064.4 25.1 0.0%
n-ヘキサン 130 9.1 4.6 272.9 53.4 104.7 1.8 0.0%
n-ヘプタン 130 1.4 0.4 98.8 - - - -
2,4-ジメチルペンタン 55 0.2 0.0 11.0 - - - -
2,2,4-トリメチルペンタン 130 0.1 0.0 2.3 - - - -
n-オクタン 130 0.7 0.5 7.2 353.0 479.2 34.0 0.0%
n-ノナン 130 1.4 0.5 35.3 177.3 460.9 7.0 0.0%
n-デカン 130 14.7 5.7 741.4 16.7 42.8 0.33 0.8%
n-ウンデカン 130 1.8 1.1 23.4 139.5 229.3 10.5 0.0%
n-ドデカン 130 8.3 8.2 57.4 29.8 30.2 4.3 0.0%
n-トリデカン 130 4.7 3.0 41.8 52.4 81.2 5.9 0.0%
n-テトラデカン 130 10.1 9.9 31.5 24.3 24.9 7.8 0.0%
n-ペンタデカン 130 1.5 0.4 20.7 161.6 586.6 11.9 0.0%
n-ヘキサデカン 130 2.3 1.3 14.5 109.2 195.2 17.0 0.0%
ベンゼン 130 1.2 0.8 24.0 1.4 2.1 0.07 10.8%
トルエン 130 10.1 4.6 397.1 25.8 56.1 0.65 0.8%
o-キシレン 130 1.0 0.5 9.6 207.2 390.4 20.9 0.0%
m,p-キシレン 130 2.7 1.3 35.2 75.2 158.5 5.7 0.0%
エチルベンゼン 130 2.8 1.1 70.2 134.7 339.4 5.3 0.0%
1,3,5-トリメチルベンゼン 130 0.3 0.2 3.0 352.1 656.4 36.1 0.0%
1,2,4-トリメチルベンゼン 130 1.2 0.7 9.9 88.6 147.7 11.1 0.0%
1,2,3-トリメチルベンゼン 130 0.3 0.2 3.1 399.3 590.2 35.7 0.0%
1,2,4,5-テトラメチルベンゼン 130 0.1 0.0 1.6 - - - -
スチレン 130 0.0 0.0 2.0 1979.1 81000.0 39.9 0.0%
クロロホルム 130 0.5 0.4 12.7 36.6 46.5 1.4 0.0%
四塩化炭素 130 0.2 0.0 2.5 34.0 6400.0 2.6 0.0%
クロロジブロモメタン 130 0.0 0.0 1.5 30870.3 357000.0 237.5 0.0%
1,1,1-トリクロロエタン 130 0.0 0.0 0.0 55324816.7 1920000.0 425575.5 0.0%
1,2-ジクロロエタン 130 0.1 0.0 2.3 31.5 1600.0 0.68 1.5%
1,2-ジクロロプロパン 55 0.1 0.0 3.7 371.2 25000.0 6.7 0.0%
トリクロロエチレン 130 0.6 0.0 43.9 37.6 23000.0 0.52 0.8%
テトラクロロエチレン 130 0.1 0.0 1.5 4173.1 250000.0 168.6 0.0%
1,4-ジクロロベンゼン 130 1.7 0.5 103.5 127.5 443.7 2.1 0.0%
エタノール 75 3042.9 2645.9 9238.4 7.4 8.5 2.4 0.0%
1-ブタノール 55 0.7 0.2 9.3 195.6 748.4 14.4 0.0%
2-エチル-1-ヘキサノール 130 1.7 0.8 14.8 33.3 67.2 3.7 0.0%
TMPD-MIB 130 2.3 1.8 22.1 241.9 306.0 25.2 0.0%
TMPD-DIB 75 3.8 2.4 15.4 43.9 68.4 10.9 0.0%
α-ピネン 130 0.3 0.2 6.2 7391.2 14670.8 361.6 0.0%
d-リモネン 130 6.7 2.2 393.4 675.1 2076.0 11.4 0.0%
酢酸エチル 130 4.4 2.8 31.5 25.7 40.4 3.6 0.0%
酢酸-n-ブチル 130 1.6 1.3 24.9 434.8 557.3 28.1 0.0%
ギ酸 75 13.3 11.8 27.4 16.1 18.1 7.8 0.0%
酢酸 75 39.0 32.2 93.1 15.3 18.5 6.4 0.0%
塩化水素 75 17.6 15.7 59.0 0.61 0.68 0.18 72.0%
二酸化窒素 75 15.3 12.2 114.8 0.65 0.82 0.09 61.3%
アンモニア 74 3.6 3.2 7.8 90.3 99.8 41.8 0.0%
オゾン 130 7.4 7.1 32.9 8.1 8.5 1.8 0.0%

N
室内濃度(μg/m3) MOE RfC

超過率
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表６－４ 2021 年度夏期の健康リスク評価結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平均値 中央値 最大値 平均値 中央値 最大値

ホルムアルデヒド 111 12.9 11.5 60.0 7.7 8.7 1.7 0.0%
アセトアルデヒド 111 11.1 8.0 61.7 10.8 15.0 1.9 0.0%
プロピオンアルデヒド 111 2.1 0.0 23.1 28.7 60000.0 2.6 0.0%
n-ペンタナール 111 0.0 0.0 3.9 3679.7 130000.0 33.2 0.0%
i-ペンタナール 111 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ヘキサナール 111 0.3 0.0 15.2 499.5 130000.0 8.6 0.0%
ヘプタナール 111 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
オクタナール 111 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ノナナール 111 0.7 0.0 38.3 192.1 130000.0 3.4 0.0%
デカナール 111 0.2 0.0 19.2 749.8 130000.0 6.8 0.0%
アクロレイン 111 0.0 0.0 0.0 1600.0 1600.0 1600.0 0.0%
クロトンアルデヒド 111 0.2 0.0 6.2 36.9 6100.0 0.98 0.9%
2-ノネナール 111 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ベンズアルデヒド 111 0.0 0.0 0.0 90000.0 90000.0 90000.0 0.0%
o-トルアルデヒド 111 0.0 0.0 0.0 - - - -
p-トルアルデヒド 111 0.0 0.0 4.1 - - - -
2,5-ジメチルベンズアルデヒド 111 0.0 0.0 0.0 - - - -
アセトン 111 12.4 9.7 66.1 1067.5 1362.5 200.4 0.0%
メチルエチルケトン 111 0.0 0.0 2.6 228552.8 8686000.0 3326.8 0.0%
メチルイソブチルケトン 111 0.2 0.0 1.6 1762.6 329000.0 204.0 0.0%
シクロヘキサン 111 1.3 0.0 65.6 1182.7 1536000.0 23.4 0.0%
n-ヘキサン 111 5.2 2.7 198.8 93.6 180.8 2.4 0.0%
n-ヘプタン 111 0.5 0.0 11.9 - - - -
2,4-ジメチルペンタン - - - - - - - -
2,2,4-トリメチルペンタン 111 0.0 0.0 3.1 - - - -
n-オクタン 111 1.0 0.0 8.8 243.6 246000.0 27.8 0.0%
n-ノナン 111 0.6 0.0 38.5 428.1 246000.0 6.4 0.0%
n-デカン 111 195.9 13.7 20061.1 1.3 18.0 0.012 0.9%
n-ウンデカン 111 1.2 0.6 31.5 207.5 423.6 7.8 0.0%
n-ドデカン 111 5.4 3.5 77.7 45.5 69.4 3.2 0.0%
n-トリデカン 111 4.5 1.8 135.0 54.6 133.5 1.8 0.0%
n-テトラデカン 111 9.4 6.5 109.8 26.2 38.0 2.2 0.0%
n-ペンタデカン 111 0.1 0.0 3.6 1695.8 246000.0 68.0 0.0%
n-ヘキサデカン 111 0.4 0.0 4.5 578.8 246000.0 54.6 0.0%
ベンゼン 111 1.6 1.2 5.0 1.1 1.4 0.34 41.4%
トルエン 111 8.7 5.9 125.6 29.9 44.1 2.1 0.0%
o-キシレン 111 0.6 0.4 5.5 310.8 517.3 36.1 0.0%
m,p-キシレン 111 1.9 1.5 12.1 106.8 131.2 16.6 0.0%
エチルベンゼン 111 1.9 1.6 10.6 192.4 234.3 35.0 0.0%
1,3,5-トリメチルベンゼン 111 0.3 0.0 3.8 343.6 110000.0 28.9 0.0%
1,2,4-トリメチルベンゼン 111 1.2 0.6 15.4 92.7 198.4 7.1 0.0%
1,2,3-トリメチルベンゼン 111 0.2 0.0 8.9 603.8 110000.0 12.4 0.0%
1,2,4,5-テトラメチルベンゼン 111 0.1 0.0 14.6 - - - -
スチレン 111 0.0 0.0 0.0 81000.0 81000.0 81000.0 0.0%
クロロホルム 111 0.7 0.0 41.2 25.1 18000.0 0.44 0.9%
四塩化炭素 111 0.0 0.0 2.2 320.9 6400.0 2.9 0.0%
クロロジブロモメタン 111 0.0 0.0 0.0 357000.0 357000.0 357000.0 0.0%
1,1,1-トリクロロエタン 111 0.0 0.0 0.0 1920000.0 1920000.0 1920000.0 0.0%
1,2-ジクロロエタン 111 0.0 0.0 1.8 66.0 1600.0 0.89 0.9%
1,2-ジクロロプロパン - - - - - - - -
トリクロロエチレン 111 0.2 0.0 2.9 138.0 23000.0 7.9 0.0%
テトラクロロエチレン 111 0.0 0.0 3.3 8536.3 250000.0 76.9 0.0%
1,4-ジクロロベンゼン 111 0.9 0.6 13.5 246.5 383.3 15.8 0.0%
エタノール 111 1078.0 538.1 17711.1 21.0 42.0 1.3 0.0%
1-ブタノール - - - - - - - -
2-エチル-1-ヘキサノール 111 4.3 1.9 33.2 12.6 28.3 1.7 0.0%
TMPD-MIB 111 3.0 2.9 14.1 183.4 194.1 39.5 0.0%
TMPD-DIB 111 6.3 0.0 146.6 26.4 167000.0 1.1 0.0%
α-ピネン 111 0.0 0.0 1.5 54947.2 2250000.0 1486.1 0.0%
d-リモネン 111 1.7 0.0 94.2 2647.9 4500000.0 47.8 0.0%
酢酸エチル 111 5.1 3.5 46.1 22.1 33.0 2.5 0.0%
酢酸-n-ブチル 111 0.6 0.0 12.1 1145.6 700000.0 58.0 0.0%
ギ酸 111 20.3 19.7 49.3 10.5 10.9 4.3 0.0%
酢酸 111 88.6 89.1 251.8 6.7 6.7 2.4 0.0%
塩化水素 111 8.7 5.5 89.5 1.2 1.9 0.12 14.4%
二酸化窒素 111 14.9 13.5 63.6 0.67 0.74 0.16 64.9%
アンモニア 110 11.8 11.5 23.5 27.5 28.2 13.8 0.0%
オゾン 111 13.9 11.4 48.4 4.3 5.3 1.2 0.0%

N RfC
超過率

室内濃度(μg/m3) MOE
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表６－５ 健康リスク評価のまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021年度夏期 2020年度冬期及び2021年度冬期連結

平均値 中央値 最大値 平均値 中央値 最大値

二酸化窒素 111 0.67 0.74 0.16 64.9% 75 0.65 0.82 0.09 61.3%
塩化水素 111 1.2 1.9 0.12 14.4% 75 0.61 0.68 0.18 72.0%
ベンゼン 111 1.1 1.4 0.34 41.4% 130 1.4 2.1 0.07 10.8%
アクロレイン 111 1600.0 1600.0 1600.0 0.0% 130 16.1 1600.0 0.18 1.5%
1,2-ジクロロエタン 111 66.0 1600.0 0.89 0.9% 130 31.5 1600.0 0.68 1.5%
n-デカン 111 1.3 18.0 0.012 0.9% 130 16.7 42.8 0.33 0.8%
トリクロロエチレン 111 138.0 23000.0 7.9 0.0% 130 37.6 23000.0 0.52 0.8%
アセトアルデヒド 111 10.8 15.0 1.9 0.0% 130 11.3 19.0 0.60 0.8%
ホルムアルデヒド 111 7.7 8.7 1.7 0.0% 130 11.9 15.6 0.64 0.8%
トルエン 111 29.9 44.1 2.1 0.0% 130 25.8 56.1 0.65 0.8%
クロトンアルデヒド 111 36.9 6100.0 0.98 0.9% 130 21.6 6100.0 1.02 0.0%
クロロホルム 111 25.1 18000.0 0.44 0.9% 130 36.6 46.5 1.4 0.0%
n-ヘキサン 111 93.6 180.8 2.4 0.0% 130 53.4 104.7 1.8 0.0%
オゾン 111 4.3 5.3 1.2 0.0% 130 8.1 8.5 1.8 0.0%
1,4-ジクロロベンゼン 111 246.5 383.3 15.8 0.0% 130 127.5 443.7 2.1 0.0%
エタノール 111 21.0 42.0 1.3 0.0% 75 7.4 8.5 2.4 0.0%
四塩化炭素 111 320.9 6400.0 2.9 0.0% 130 34.0 6400.0 2.6 0.0%
プロピオンアルデヒド 111 28.7 60000.0 2.6 0.0% 130 22.4 60000.0 2.6 0.0%
酢酸エチル 111 22.1 33.0 2.5 0.0% 130 25.7 40.4 3.6 0.0%
2-エチル-1-ヘキサノール 111 12.6 28.3 1.7 0.0% 130 33.3 67.2 3.7 0.0%
n-ドデカン 111 45.5 69.4 3.2 0.0% 130 29.8 30.2 4.3 0.0%
エチルベンゼン 111 192.4 234.3 35.0 0.0% 130 134.7 339.4 5.3 0.0%
ノナナール 111 192.1 130000.0 3.4 0.0% 130 324.8 130000.0 5.6 0.0%
m,p-キシレン 111 106.8 131.2 16.6 0.0% 130 75.2 158.5 5.7 0.0%
n-トリデカン 111 54.6 133.5 1.8 0.0% 130 52.4 81.2 5.9 0.0%
ヘキサナール 111 499.5 130000.0 8.6 0.0% 130 826.2 130000.0 6.4 0.0%
酢酸 111 6.7 6.7 2.4 0.0% 75 15.3 18.5 6.4 0.0%
1,2-ジクロロプロパン - - - - - 55 371.2 25000.0 6.7 0.0%
n-ノナン 111 428.1 246000.0 6.4 0.0% 130 177.3 460.9 7.0 0.0%
n-テトラデカン 111 26.2 38.0 2.2 0.0% 130 24.3 24.9 7.8 0.0%
ギ酸 111 10.5 10.9 4.3 0.0% 75 16.1 18.1 7.8 0.0%
デカナール 111 749.8 130000.0 6.8 0.0% 130 1165.8 130000.0 9.0 0.0%
n-ウンデカン 111 207.5 423.6 7.8 0.0% 130 139.5 229.3 10.5 0.0%
TMPD-DIB 111 26.4 167000.0 1.1 0.0% 75 43.9 68.4 10.9 0.0%
1,2,4-トリメチルベンゼン 111 92.7 198.4 7.1 0.0% 130 88.6 147.7 11.1 0.0%
アンモニア 110 27.5 28.2 13.8 0.0% 74 90.3 99.8 41.8 0.0%
d-リモネン 111 2647.9 4500000.0 47.8 0.0% 130 675.1 2076.0 11.4 0.0%
n-ペンタデカン 111 1695.8 246000.0 68.0 0.0% 130 161.6 586.6 11.9 0.0%
1-ブタノール - - - - - 55 195.6 748.4 14.4 0.0%
ベンズアルデヒド 111 90000.0 90000.0 90000.0 0.0% 130 1200.0 90000.0 16.6 0.0%
n-ヘキサデカン 111 578.8 246000.0 54.6 0.0% 130 109.2 195.2 17.0 0.0%
o-キシレン 111 310.8 517.3 36.1 0.0% 130 207.2 390.4 20.9 0.0%
シクロヘキサン 111 1182.7 1536000.0 23.4 0.0% 75 598.9 2064.4 25.1 0.0%
TMPD-MIB 111 183.4 194.1 39.5 0.0% 130 241.9 306.0 25.2 0.0%
酢酸-n-ブチル 111 1145.6 700000.0 58.0 0.0% 130 434.8 557.3 28.1 0.0%
i-ペンタナール 111 130000.0 130000.0 130000.0 0.0% 130 2353.4 130000.0 32.0 0.0%
n-オクタン 111 243.6 246000.0 27.8 0.0% 130 353.0 479.2 34.0 0.0%
1,2,3-トリメチルベンゼン 111 603.8 110000.0 12.4 0.0% 130 399.3 590.2 35.7 0.0%
1,3,5-トリメチルベンゼン 111 343.6 110000.0 28.9 0.0% 130 352.1 656.4 36.1 0.0%
スチレン 111 81000.0 81000.0 81000.0 0.0% 130 1979.1 81000.0 39.9 0.0%
アセトン 111 1067.5 1362.5 200.4 0.0% 130 971.2 1291.2 92.3 0.0%
メチルイソブチルケトン 111 1762.6 329000.0 204.0 0.0% 130 5305.1 329000.0 103.4 0.0%
テトラクロロエチレン 111 8536.3 250000.0 76.9 0.0% 130 4173.1 250000.0 168.6 0.0%
クロロジブロモメタン 111 357000.0 357000.0 357000.0 0.0% 130 30870.3 357000.0 237.5 0.0%
メチルエチルケトン 111 228552.8 8686000.0 3326.8 0.0% 130 8864.9 8686000.0 257.9 0.0%
α-ピネン 111 54947.2 2250000.0 1486.1 0.0% 130 7391.2 14670.8 361.6 0.0%
n-ペンタナール 111 3679.7 130000.0 33.2 0.0% 130 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ヘプタナール 111 130000.0 130000.0 130000.0 0.0% 130 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
オクタナール 111 130000.0 130000.0 130000.0 0.0% 130 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
2-ノネナール 111 130000.0 130000.0 130000.0 0.0% 130 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
1,1,1-トリクロロエタン 111 1920000.0 1920000.0 1920000.0 0.0% 130 55324816.7 1920000.0 425575.5 0.0%
o-トルアルデヒド 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
p-トルアルデヒド 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
2,5-ジメチルベンズアルデヒド 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
n-ヘプタン 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
2,4-ジメチルペンタン - - - - - 55 - - - 0.0%
2,2,4-トリメチルペンタン 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
1,2,4,5-テトラメチルベンゼン 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
C4～C11の飽和脂肪族非環式アルデヒド 111 113.5 130000.0 3.4 0.0% 130 179.5 130000.0 3.0 0.0%
C9～C18の脂肪族炭化水素 111 1.1 8.4 0.012 1.8% 130 5.4 6.9 0.3 0.8%
キシレン 111 79.5 108.4 11.7 0.0% 130 55.2 113.5 4.5 0.0%
トリメチルベンゼン 111 65.2 187.2 3.9 0.0% 130 60.1 101.6 6.9 0.0%

MOE RfC
超過率

N
MOE RfC

超過率
N
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